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商品紹介



商品紹介 ～コンビニエンスストア限定～



チェリー、グレープフルーツ（IQF）、

ブルーベリー（IQF）

その他

パイン、アロエ、マンゴータイ

ナタデココ、パインフィリピン

みかん、桃、葡萄、枇杷中国

果肉原産国名

輸入原料（果肉）

※果肉の原産国は、変わる可能性があります。



安全性の確保（危害発生予防）

物理的危害

金属・ガラス等の異物

生物学的危害

微生物増殖による腐敗、変敗・毒素の産生

化学的危害

残留農薬・アレルギー物質・添加物の混入



輸入食品の安全確保の取り組み

原材料の管理

製造工程の管理

検査体制強化

果肉調達体制の構築



輸入食品の安全確保の取り組み

原材料の管理

原材料規格書による原材料の確認

・ 原材料規格（pH、Bx、細菌基準）

・ 原材料の由来

・ 原材料の安全性（使用農薬、アレルギー物質等）

・ 製造工程管理表



輸入食品の安全確保の取り組み

製造工程の管理

自社管理

・ 受け入れ検査

・ 不良缶の選別

・ 果肉洗浄・選別

・ 金属探知機による全数検査

製造工場管理

・ 検査結果のフィードバック

・ 工場視察による改善依頼（指導）

・ 検査結果及び工場視察による工場の選定



輸入食品の安全確保の取り組み

検査体制の強化

2008年度 残留農薬検査結果 55検体

2009年度 たらみ果物野菜品質研究所開設（5月）

・ 主要機器

GC／MS／MS（ガスクロマトグラフ／タンデム質量分析装置）

UPLC／MS／MS（超高速液体クロマトグラフ／タンデム質量分析装置）

・ 残留農薬分析

約580種類の検査が可能

検体数の大幅増（約2000検体／年）

迅速な測定

・ 化学物質分析

「たらみ版REACH」の実践

・ 機能性成分の分析



輸入食品の安全確保の取り組み

検査体制の強化

たらみ果物野菜品質研究所



輸入食品の安全確保の取り組み

「たらみ版ＲＥＡＣＨ」

ＲＥＡＣＨ（リーチ）とは、平成１９年６月１日からスタートした欧州における
化学物質の総合的な登録・評価・認可・制限の制度である。人の健康と環境
の保護を目的に導入された化学物質規制である。
当社においてもこの考えを導入し、包装資材も含めた全ての原材料において
化学物質の有無（濃度）や用途について、その安全性について情報を把握し
リスク評価を行う。そのリスク評価を元に、管理基準を設定し、今回導入した
ＧＣ，ＵＰＬＣを活用し、「食の安全」を保証すべく品質保証体制の強化を図る。
現在５８成分について、調査分析中である。



果肉調達体制の構築

たらみファームの設立

・栽培技術の習得

・新たな栽培手法の確立

目的

みかん栽培品目

諫早市多良見町 3.5ヘクタール直営農場の概要

平成21年3月30日設立日

長崎県諫早市貝津町所在地

輸入食品の安全確保の取り組み



～果肉調達体制構築～

化学物質分析


